
Excelテンプレートを使用した

共同漁業権 資源管理状況等の報告書作成方法

《作成・提出の手順》
Ⅰ 下準備

「共同漁業権操業実績記入表（個票）」を組合員に配布、操業
データを記入してもらう

Ⅱ 回収した操業データの入力
「共同漁業権操業実績記入表（個票）」の操業データを入力す

る（組合員が直接入力した場合は、この手順は省略）

Ⅲ 報告書作成
「資源管理状況等の報告書」の様式シートに「行使状況」「取
組」「漁業権行使者数」などを記入する

Ⅳ メール又は紙に印刷して送付
紙で送付する場合は、「資源管理状況等の報告書」の部分の
み印刷してください。

《テンプレートの構成》

資源管理等の
状況報告書

集計シート

操業実績記入表
（個票）

シートは１００人分あります

組合員の操業データ入力

漁協名と
報告期間のみ記入

漁業権行使規則の取組、
資源管理の取組、行使者
数（組合員数）等を記入

県に提出

操業データを
自動集計

集計結果を
自動反映

メール又は紙

※ １漁協１枚にまとめる必要は
ありません。

支所ごと・地区ごとに別々に
作成・提出することができます。
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① エクセルファイルを開き、ページ下のタブ「集計表」をクリックします。
そうすると、下図の表が表示されます。

② 色付きセルに組合名（支所ごと地区ごとに作成する場合はその名称も）、
報告期間を入力します。報告期間は毎年９/１～翌年８/31です。

※色付きセル以外は保護がかかっているため、選択・入力できません。

Ⅰ 下準備
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③ 次に、「個票１」のタブをクリックし、「共同漁業権操業実績記入表（個票シー
ト）」を表示します。

※ 個票は合計100枚（100人分）あります。

④ 漁協名と報告期間が反映されているか確認します。「個票１」で反映されて
いれば、それ以降のすべての「個票」にも反映されています。

「集計表」の内容が自動で反映されます
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⑤ 組合員に「共同漁業権操業実績記入表（個票シート）」を配布します

ア： 紙で配布する場合
「個票１」の初期設定はＡ４ヨコになっているので、適宜サイズ、タテ・ヨ

コを変更して印刷してください（お使いのプリンターの設定によっては、その
まま印刷すると、記入欄が小さくなり記入しづらくなる場合があります。）。

適宜変更して印刷してください

イ： データファイルを配布する場合
電子メール等でそのままお送りください。

※ セキュリティ上問題が生じなければ、組合に共有ＰＣを設置して直接入力してもらうと、その後の
データ入力の手間が省けます。
その場合は、定期的にデータのバックアップをしてください。
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⑥ 「共同漁業権操業実績記入表（個票シート）」の記入方法

１人につき個票１枚を作成してください。

氏名を記入

左欄の「漁業の名称（漁業種類）」ごとに、各月の操
業した日数を記入してください。

実績がない場合は空欄のままとし、
「０」は入力しないでください（計算エラーとなります）

色付きの欄のみ入力できます。

刺し網でいせえびやさざえ等をとった場合は、「いせ
えび漁業」や「さざえ漁業」に加えて「固定式刺し網」
にも実績を記入してください。

「合計」、「操業月数」は自動計算です。記入する必
要はありません。

タブをダブルクリックするとシート名を編集することができます。
個人名に変更しておくと、整理しやすくなります。

「共同漁業権操業実績記入表（個票シート）」の記入手順まとめ
①氏名を記入

↓
②漁業種類ごと・月ごとの操業日数を記入

↓
（③必要に応じて、タブのシート名を個人名に変更する）
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Ⅱ 回収したデータの入力

組合員から紙で提出があった場合は、 「共同漁業権操業実績記入表（個票
シート）」に入力していきます。
各個票シートに氏名及び月ごと漁業種類ごとの操業日数を入力します。

これで、「集計シート」と「資源管理等の状況報告書」に操業実績が反映されました。

氏名と操業日数をそれぞれ入力してください。
「実績なし」は空欄のままとし、「０」は入力しないでください。

【注意】 集計シートや資源管理等の状況報告書に「#VALUE!」又は「マイナスの数字」が表示され
た場合は、個票シートの入力に誤りがありますので修正をしてください。
数字以外の文字・記号や負の数字が入力されている可能性があります。

タブをダブルクリックするとシート名を編集することができます。
個人名に変更しておくと、整理しやすくなります。
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① ページ下方のタブ「報告書」をクリックし、下図の報告書様式を表示します。

② 報告年を入力します。令和３年９月１日～令和４年８月31日分を作成する場合は、
「令和３年」になります。

Ⅲ 報告書作成
※支所ごと、地域ごとに作成し、必ず1漁協1枚にまとめる必要はありません
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③ 「１ 資源管理の状況等」を記入します。
報告期間内に行った取組実績を記載してください。

※ 下記を参考に記載してください。なお、必ずしもこのとおり記載しなければならな
いということではありません。

「(1) 漁業権行使規則の取組実績」
組合員に対する行使規則違反に対する指導・処分や行使規則の内容に関する研修、行使

規則の見直しなどを行った場合はその概要を記載する。なお、特別に記載する事項がない
場合は「行使規則が問題なく遵守されている」旨記載する。

「(2) 共同漁業権内の資源維持、増殖等のため実施している取組」
種苗放流、藻場造成、産卵床の設置、休漁の実施（行使規則に定めたものを除く）、有

害生物の除去、海底耕うん等を実施した場合にその内容を記載する。
種苗放流は「個・尾数、放流箇所数・放流回数」、休漁は「対象となる漁業種類又は主

体となった部会名」、有害生物の除去は「除去した生物及び実施時期・除去個数」、海底
耕うんは「回数」などを記載。

「(3) その他の取組」
密漁監視（海上・陸上）、密漁防止看板の設置やチラシの配布、海のルールの啓発活動、

海浜清掃、漁村文化や地元の魚に関する一般向け講習会や出前事業の開催など、上記(1)、
(2)以外の取組があれば記載。
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④ 「２ 漁場の活用状況」を記載します。
「漁業権番号」と「漁業権行使権者数」を入力します。
「漁業権行使権者数」は原則、組合員数と同じ人数になります。

このセルは自動入力です
変更する必要はありません

⑤ 組合員行使権者数を入力します。
漁業権行使規則で資格を「個人である組合員」としている漁業種類は、基本的に組合員数

と同数になります。
例外を定めている漁業種類以外については、組合員数をそのまま記載してください。

「延べ操業日数」、「延べ操業人数」
は自動計算です。
変更する必要はありません。

なお、「個票」に誤った数値が入力され
ている場合は、正の数字でなく「#VALUE!」
又は「- 4」などと表示されます。
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⑥ 備考欄を記入します。
「第１種共同漁業権」の漁業種類（「魚種名」+「漁業」という名称のもの）については、

漁業権行使規則に定めている漁法を記載。「第２種、第３種共同漁業権」の漁業種類（漁法
のみの名称）については、漁業権行使規則に定めている対象魚種（ひらめ、いか等）及び上
限のカ統数を記載。これ以外に特記すべき事項（行使規則に定めていない措置をした等）が
あれば記載してください。

第１種共同漁業権の欄は漁法を記入。

免許対象外の漁業種類については、
「（漁業権の内容でない）」と記載。

第２、３種共同漁業権の欄は対象魚
種及び上限の統数を記載。

免許対象外の漁業種類については、
「（漁業権の内容でない）」と記載。

これで完成です。
ファイルを下記アドレス宛にメールで送付いただくか、
「資源管理状況等の報告書」のシートを印刷して御提出ください。

送付先アドレス chousei_shigen.84da@pref.kanagawa.jp
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